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初めてのプログラミング
2020年度
只木進一（理工学部）



データサイエンスとPython

データサイエンス
データ分析→客観的状況
課題発見、施策立案

Excelをpythonで利用
Excelファイルがたくさんだと？

初めてのプログラミング 只木進一©
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
データを分析することで、状況を客観的に把握し、課題発見や施策立案に生かそうというのが、データサイエンスです。pythonでは、データ分析に利用できる様々なライブラリを利用することができます。これが、データサイエンスの分野でpythonが良く利用される理由でしょう。データの収集で良く使われるアプリケーションの一つがMicrosoftのExcelです。今回は、PythonからExcelを読みましょう。Excelファイルがあまり大きくなく、かつ一つならば、分析するのにプログラムを書くことは、必要ないかもしれません。しかし、非常に大きなファイルであったり、沢山のファイルをまとめる場合には、ちょっとプログラムを書くことができると、処理がすごく楽になります。皆さんに実施してもらっている毎回のミニテストの結果は、Excelファイルとして取得することができます。私は、それをPythonで集計しています。



Pandasパッケージ

表や列を扱う目的のパッケージ
行や列のラベル指定が可能

DataFrame
表形式のデータ

Series
列形式のデータ

入出力

初めてのプログラミング 只木進一©
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Pythonには、Pandasというライブラリがあります。Excelのような表に対応するDataFrame、表の中の行や列に相当するSeriesを扱うことができます。



今日のサンプルファイル

https://github.com/first-
programming-saga/excelAndCSV

初めてのプログラミング 只木進一©
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今日のサンプルプログラムを取得してください。



Excelファイルの読み込み

pandas.read_excel()を利用して
excelを読む

excelの内容はpandas.DataFrame
クラス

初めてのプログラミング 只木進一©
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1. import pandas 
2. with pandas.ExcelFile(filename) as f:
3. data = pandas.read_excel(f)

excelAndCSV/howToUseDataFrame.ipynb

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Excelファイルをpythonから開くのは簡単です。2行目は、filenameでファイル名を指定したExcelファイルを開いています。ファイルを開いた読み出し口にfという名前を付けています。この読み出し口に名前をつけるのは、慣れないとわかりにくいかもしれませんね。3行目では、fからファイルを読み込みます。簡単のために、Excelファイルには、一つのシートしかないとします。この場合、3行目で読み込んだものは、pandasのDataFrameというデータ構造になります。



pandas.DataFrame

一行目をcolumnsとして識別する
DataFrame.columnsで参照

一列目をindexとして認識する
DataFrame.indexで参照

初めてのプログラミング 只木進一©
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columns

index
English Math Science Social

Tim 80 90 95 70
John 80 60 70 100
Kim 100 60 65 80
Sally 70 80 95 70
Tom 80 70 80 60
Bob 70 100 90 80

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
表を保存するのがDataFrameというデータ構造です。一行目をColumns、つまり各列のラベルとして認識します。また、一列目をindex、つまり各行のラベルとして認識します。この表の左上隅のセル、ExcelであればA0というセルが空であることを覚えておいてください。


Sheet1

				English		Math		Science		Social

		Tim		80		90		95		70

		John		80		60		70		100

		Kim		100		60		65		80

		Sally		70		80		95		70

		Tom		80		70		80		60

		Bob		70		100		90		80







Columnの指定

data[列名]：一列のデータ
pandas.Seriesクラス

data[列名][行名]：指定位置のデータ

初めてのプログラミング 只木進一©
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data['Math']
English Math Science Social

Tim 80 90 95 70
John 80 60 70 100
Kim 100 60 65 80
Sally 70 80 95 70
Tom 80 70 80 60
Bob 70 100 90 80

data['Social'] ['Sally']

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
各行と各列のラベルを使って、一行、または一列のデータを読み出すことができます。はじめに、列のデータを読み込みましょう。縦方向です。DataFrameに”[]”で列の名前を指定すると、一次元的なデータとしてSeriesというデータ構造を取り出します。さらに、行の名前を指定することで、特定のセルの中のデータを取り出すことができます。


Sheet1

				English		Math		Science		Social

		Tim		80		90		95		70

		John		80		60		70		100

		Kim		100		60		65		80

		Sally		70		80		95		70

		Tom		80		70		80		60

		Bob		70		100		90		80







Indexの指定

data.loc[行名]：一行のデータ
pandas.Seriesクラス

data.loc[行名][列名]：指定位置の
データ

初めてのプログラミング 只木進一©
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data.loc['John']

English Math Science Social
Tim 80 90 95 70
John 80 60 70 100
Kim 100 60 65 80
Sally 70 80 95 70
Tom 80 70 80 60
Bob 70 100 90 80

data.loc[‘Sally'] [‘Math']

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次は、一行のデータを取り出しましょう。横方向のデータです。data.loc[行名」と行の名前を指定すると、Seriesというデータ構造で取り出します。さらに後ろに列の名前を指定することで、特定のセルを読むことができます。


Sheet1

				English		Math		Science		Social

		Tim		80		90		95		70

		John		80		60		70		100

		Kim		100		60		65		80

		Sally		70		80		95		70

		Tom		80		70		80		60

		Bob		70		100		90		80







番号を使った指定

data.iloc[整数]：一行のデータ
pandas.Seriesクラス

data.iloc[:,整数]：一列

初めてのプログラミング 只木進一©
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data.iloc[1]

English Math Science Social
Tim 80 90 95 70
John 80 60 70 100
Kim 100 60 65 80
Sally 70 80 95 70
Tom 80 70 80 60
Bob 70 100 90 80

data.iloc[:,2]

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
行と列の番号を使って読み出すことも可能です。番号が0から始まることに留意します。data.iloc[番号」で、その番号の位置にある行を取得します。Seriesというデータ構造です。data.iloc[:,番号]とすると、列のデータをSeriesとして取得します。ここで”:”は、文字列やリストの部分を取り出す際に出てきました。単に”:”とだけ書くと、全部になります。


Sheet1

				English		Math		Science		Social

		Tim		80		90		95		70

		John		80		60		70		100

		Kim		100		60		65		80

		Sally		70		80		95		70

		Tom		80		70		80		60

		Bob		70		100		90		80







番号を使った指定

data.iloc[整数,整数]：セル

初めてのプログラミング 只木進一©
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data.iloc[1,0]

English Math Science Social
Tim 80 90 95 70
John 80 60 70 100
Kim 100 60 65 80
Sally 70 80 95 70
Tom 80 70 80 60
Bob 70 100 90 80

data.iloc[:,1:3]

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
セルを指定する際には、data.iloc[行番号,列番号]とします。行番号も列番号も”:”を使って範囲を指定することができます。範囲を指定したものが2次元的な場合はDataFrameとなります。


Sheet1

				English		Math		Science		Social

		Tim		80		90		95		70

		John		80		60		70		100

		Kim		100		60		65		80

		Sally		70		80		95		70

		Tom		80		70		80		60

		Bob		70		100		90		80







セルの値の変更

セルを指定して代入
data[列名][行名] = 値
df.iloc[行番号][列番号] = 値

初めてのプログラミング 只木進一©
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
セルの値を変更するのは簡単です。セルの位置を指定して代入します。列名と行名を指定する方法、行番号と列番号を指定する方法、いずれでも実行することができます。



pandas.Series

DataFrameから一行または一列取り
出すとSeriesとなる
データの位置にindexが付く

初めてのプログラミング 只木進一©
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English Math Science Social
80 90 95 70

index

values

for k in ser.index:
v = ser[k]
print(f'ser[{k}]:{v}')

excelAndCSV/howToUseDataFrame.ipynb

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Seriesは、Listとは異なり、各位置にはラベルが付いています。例は、一行取り出したものです。


Sheet1

		English		Math		Science		Social

		80		90		95		70







初めてのプログラミング 只木進一©
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
一行を取り出し、印刷した結果です。



第一カラムにラベルを付ける

初めてのプログラミング 只木進一©
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def useIndex(data):
print('1列目にnameという名前を付ける')
print('名前を付ける前のindex部のラベル')
print(data.index.name)
print('ラベルと付けた後')
data.index.name='name'
print(data)
print()

English Math Science Social
name
Tim 80 90 95 70
John 80 60 70 100
Kim 100 60 65 80
Sally 70 80 95 70
Tom 80 70 80 60

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
左端の列はindexであるということを最初に説明しました。この列のラベルはdata.index.nameですが、読み込んだエクセルファイルの左端の列には、ラベルがなく、data.index.nameを印刷すると”None”、つまり「無い」と返ってきます。ここに値を設定することでラベルを付けることができます。縦方向の番号がどうなったか気になりますね。Timの成績が0行目であることは変わりません。


Sheet1

				English		Math		Science		Social

		name

		Tim		80		90		95		70

		John		80		60		70		100

		Kim		100		60		65		80

		Sally		70		80		95		70

		Tom		80		70		80		60

		Bob		70		100		90		80







初めてのプログラミング 只木進一©
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
実際の操作結果です。



csvを読む

csv (comma-separated values)
ファイルはテキストファイル

pandas.DataFrameとしても読むこ
とができる

初めてのプログラミング 只木進一©
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import pandas 

with open(filename) as f:
data = pandas.read_csv(f)

excelAndCSV/howToUseDataFrame3.ipynb

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
CSVファイルもExcelと同様に読み込み、DataFrameとすることができます。読み込んでしまえば、ExcelもCSVも同じです。



1カラムに名前がある場合

番号のindexを付けられてしまう。

set_index()で最初のカラムを指定
data.set_index(‘name’,inplace=True)

初めてのプログラミング 只木進一©
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name English Math Science Social
Tim 80 90 95 70
John 80 60 70 100
Kim 100 60 65 80
Sally 70 80 95 70
Tom 80 70 80 60
Bob 70 100 90 80

name English Math Science Social
0 Tim 80 90 95 70
1 John 80 60 70 100
2 Kim 100 60 65 80
3 Sally 70 80 95 70
4 Tom 80 70 80 60
5 Bob 70 100 90 80

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今回読み込んだCSVでは、左端の列にちゃんとラベルが付いています。この場合、残念ながら更に左に番号のindexを付けて読んでしまいます。そこで、set_index()を使って’name’とついた列をindexに指定します。


Sheet1

		name		English		Math		Science		Social

		Tim		80		90		95		70

		John		80		60		70		100

		Kim		100		60		65		80

		Sally		70		80		95		70

		Tom		80		70		80		60

		Bob		70		100		90		80






Sheet1

				name		English		Math		Science		Social

		0		Tim		80		90		95		70

		1		John		80		60		70		100

		2		Kim		100		60		65		80

		3		Sally		70		80		95		70

		4		Tom		80		70		80		60

		5		Bob		70		100		90		80
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